国際連携2014-4-06

サプライチェーン情報基盤研究会
２０１４年度　活動概要

国連CEFACT関連標準を中核として、日本と海外のサプライチェーン情報基盤の相互運用性を確保することにより、相互の企業にとってサプライチェーンの安全性と効率化を図ることを目的に、2014年度も「国際連携タスクフォース」「国際／業界横断EDIタスクフォース」「金流商流情報連携タスクフォース」の活動を進めた。また、次年度以降の組織基盤を整備するため、一般社団法人としての登記をおこなった。

1． 国際連携タスクフォース活動トピック
· ラウンドテーブル「グローバルサプライチェーンのための国際物流IT戦略」を開催（2014年9月）。荷主業界、物流企業、NACCS、IT企業の参加のもと、課題を浮き彫りにし、各業界の連携による課題解決につき審議を行った。
· ラウンドテーブルの議論を参考にグローバルサプライチェーン見える化モデルの試案を策定した（2015年3月予定）。
· 日本国内で進めている国連CEFACT標準に基づく業界横断EDI仕様が、いずれアジア地域においても容易に導入可能で且つ役立つものになるのかを見通すことを目的に、2014年度はベトナム進出の日系企業へのヒアリング調査を行った（2014年12月）。
2． 国際／業界横断EDIタスクフォース活動トピック
· SIPSの業界横断EDI仕様による、タイ進出日系企業間の実証実験を行った（2014年9月）。実証結果より導入効果が確認され、2015年秋までには本番環境に移行することとなった。
· [bookmark: _GoBack]業界横断EDI仕様に基づく業界メッセージ辞書の拡充（中小製造商社、プロジェクト取引、自治体購買、支払業務等）を行い、ビジネスインフラガイド第3版を発表（2015年3月予定）。
3． 金流商流情報連携タスクフォース活動トピック
· 銀行セクターの協力のもと、自動車部品業界および流通業界にて、金融EDI実証実験を行った（2014年11月）。当実証実験は、企業の消し込み業務の効率化を図るとともに、将来の金流商流情報連携（商取引情報の金融セクターとの共有）の可能性を探るものである。
· 金融EDI実証のために設計した「拡張支払通知メッセージ」を国際標準化するため、国連CEFACTに拡張支払通知プロジェクトの提案を行った（2015年1月）。当プロジェクトは、将来的に金融セクターの国際標準（ISO TC68）との連携を視野に入れたものである。

4． サプライチェーン情報基盤研究会の法人化
· 2014年12月「一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会」（新SIPS）の登記を行った。
· 2015年1月より次の新SIPSの会員募集を開始。
· 幹事会員（年会費：49万円、理事への参加）
· 正会員（年会費：5万円、タスクフォースへの参加）
· 賛助会員（会費免除：業界団体等による新SIPS活動を支援）
· 2015年3月までは現行SIPSが活動を継続し、2015年4月より新SIPSが事業を継承し、更に新たな活動に挑戦する。

＊SIPSの活動状況はSIPSホームページのトピックを参照されたい。
http://www.caos-a.co.jp/SIPS/
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